
大学における教員養成の取組について

  愛知教育大学 

【教員育成指標の資質・能力との関連】 
多様性への理解と教育支援，学校安全・危機管理など 

＜現代的課題対応科目＞ 

目的：教育関係の職業に携わる上で，身に付けておかねばならない資質・能力等を

身に付けることを目的とした科目で，「特別支援教育基礎」「発達障害のある

児童生徒理解基礎」「外国人児童生徒支援教育」「危機管理」の計４科目８単

位を全学の必修科目として開設した。 

成果：授業終了後に行ったアンケート調査では，①科目の目的や意義の理解ができ

たと回答した者が 96%（４科目平均），②内容や直面している課題の理解が

深まったと回答した者が 96%（４科目平均），③指導や支援の方法について

理解できたと回答した者が 91%（４科目平均）だった。 

【教員育成指標の資質・能力との関連】 
児童生徒理解，同僚との連携・協働など 

＜実践力育成科目＞ 

 目的：教育実習（主免実習及び隣接校種実習）前に，附属学校や国内外の連携協力

校，地域社会等の協力を得て行う基礎的な教育体験活動を通して，教育に関

わる職業人に必要となる感性を磨き，実践力を高めるための学修意欲喚起を

目的として，様々な体験活動（実践力育成科目）を行い，更なる実践的指導

力の育成を図る。 

 科目等：①初年次学校体験活動 

９月～10 月，大学の夏休み期間を利用，３時間×５回，15 時間以上学

生の出身地区の学校等で行う。 

②学校サポート活動Ⅰ 

９月～12 月，毎週水曜日午前，３時間×13 回，39 時間以上県内の教育

施設等で行う。 

③学校サポート活動Ⅱ，自然体験活動，多文化体験活動，企業体験活動

の４科目から１科目を選択 

日時は活動先と相談(空き時間を利用)，ただし，３年次については原

則として前期水曜日１・２限に位置づける，おおむね 30 時間。 

      特に多文化体験活動は，自国とは異なる環境や文化，歴史を持つ国を訪

問し，教育の原点や価値を自ら見出す。また，さまざまな文化・宗教を背

景とした人々と交流し，多様性を受け入れる資質・能力等を身につける。

（H30 年度受講者 193 名，10 ヶ国訪問） 

上記授業科目をはじめとした本学の多様な授業科目の受講を通し，教職に対し強い

情熱，優れた指導力，人間性豊かで，幅広い視野とともに高い専門性を持った人材の

育成を図っている。 
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大学における教員養成の取組について

  愛知県立大学 

【昨年度までの愛知県立大学における教員養成の重点的な取組みと成果】 

＜取組み＞ 

（１）社会や学生のニーズに応じた教職キャリア形成支援体制の強化。 

～教職第一志望者を対象とした「教職第一志望者支援プログラム」の実施。 

小学校・中学校・高等学校教諭志望者を対象として、各学校種にふさわしい

支援のあり方を追求。 

（２）本学卒業生の現職教員や学校・教育委員会・総合教育センター等との連携によ

る教職課程履修者を対象とした授業、講習会、研修等を充実化。 

＜成果＞ 

（１）「教職第一志望者支援プログラム」の対象者の拡大に伴い、各学校種にふさわ

しい支援のあり方について検討した。小学校教員志望者に対しては全教科対

応及び小学校英語に向けた専門的取組み、中高免許志望者とりわけ高等学校

教員志望者に対しては現職教員と連携して教科の専門性をいかした実践的な

経験交流研修会を実施するなど、それぞれのニーズに対応した教職志望学生

へのキャリア支援を推進した。 

（２）本学卒業生の現職教員との連携により、本学の教職課程履修学生と現職教員と

の合同授業、研修会を実施した。また、近隣の市教育委員会との連携を強化

し、教職課程のカリキュラム（授業等）をより実践的に充実化した。また、

スクールボランティア、スクールインターンシップに派遣する学生への研

修・対応を強化した。 

【今年度からの愛知県立大学における重点的な取組み】 

＜愛知県立大学の中期目標＞（抜粋） 

 多言語教育や外部人材の登用促進などにより、国際性と地域への視点を兼ね備

えた新たな価値を創出する人材、ＩＴ・ＡＩなどの技術革新に対応できる人材を

育成する。 

 全学的な取組として、各学部・研究科の持つ強みや特色を生かし、地域の諸課

題に積極的に取り組み、地域社会や国際社会の発展に貢献する人材を専門分野を

横断して育成する。 

＜中期計画＞（教職課程に関する抜粋） 

 本学の特徴をいかした特色ある教員養成を行う。 

教職志望者向けの多言語・多文化理解や語学スキルを高める企画・講座への参

加を促進する。 

教育現場に必要な情報活用能力を高める教育を推進する。 

初年次からの全学的な教職志望者支援を強化する。 

＜年度計画＞（中期計画の初年度） 

（１）教職志望者の拡大に向け、多言語・多文化理解や語学スキルを高めるために、

学生の関心・意識動向を把握する。 

（２）教職志望者への情報教育の推進を図るため、情報活用・ＩＣＴ教育の実態・ニ

ーズについて、調査・分析する。 

（３）初年次学生に対する教職課程の魅力を伝える企画を検討するとともに､教員採

用試験を目指す３・４年次学生へのキャリア支援及び外部人材の登用による

専門的指導を実施する。 

資料１－② 



大学における教員養成の取組について

  名古屋大学 

【教員育成指標の資質・能力との関連】 
児童生徒理解，同僚との連携・協働、システム環境の自覚促進、多様性への理

解と教育支援、学校危機管理など 

＜実践力育成科目＞ 

 目的：教育実践習では、教育現場における危機についての実感を得るため、ロー

ルプレイを活用しているが、教師・生徒間の問題のみならず、多様な関係

者の立場から、多角的に問題を分析し、解決するための方策を考えさせて

いる。ロールプレイの役者には、生徒・教師・保護者以外にも、教頭、校

長、PTA などの関わりを理解させる。 

 成果：実際に学校で危機事案が起こる場合、当事者だけでは済まない。システム

論的に事案を考えさせるため、直接的に関わっている当事者（教師・生

徒）の域を超えて、事案に関わり得るさまざまな人びとの立場や、それぞ

れの要望・関心を主張させることにより、各人の視点を理解し、的確に対

応するための策を経験的に学習させる。また、ロールプレイのデブリーフ

ィングのための時間を十分に取り、ふりかえセッションを設けることによ

って、他の学生の対応のあり方に気づきを促し、学生が相互に学び合う。

以上のことは、学生のフィードバックからも言及されているため、高度な

教育効果が得られていることがうかがえる。 

【教員育成指標の資質・能力との関連】 
教科外の教育実践について、教員として独自の工夫を行う取り組みを、具体例

を通じて学ぶ。 

＜特別活動の理論と実践（教科外教育論）＞ 

目的：特別活動は，望ましい集団活動を通して心身の調和のとれた発達と個性の

伸長を図り，集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自

主的・実践的な態度を育てる教育活動である。本授業では，教師と児童生

徒相互に影響を及ぼし合いながら指導や活動を展開するための特別活動の

意義や機能を理解する。あわせて，グループ活動による教材研究とその発

表活動を通して特別活動の教育的意義を追求する。 

内容： １．教科外教育の中の特別活動について 

２．特別活動の内容の変遷と現代社会における意義と役割 

３．学校教育目標を達成するための全体計画の意義 

４．特別活動に生かす生徒指導の目的と方法 

５．特別活動と各教科，道徳，総合的な学習の時間等との関連 

６．児童会・生徒会活動・クラブ活動の指導とその特質 

７．学校行事の指導とその特質 

８．特別活動をボランティア活動や体験活動に生かす 

＜裏面に続く＞ 
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９．特別活動の評価 

10．教材研究①学級活動（小グループ） 

11．教材研究②児童・生徒会活動（小グループ） 

12．教材研究③学校行事（小グループ） 

13．研究発表①学級活動（全体） 

14．研究発表②児童・生徒会活動（全体） 

15．研究発表③学校行事（全体），全体総括 



大学における教員養成の新しい取組について

  愛知淑徳大学 

①【教員育成指標の資質・能力との関連】 
教育的愛情・使命感・責任感、倫理観・人間性・行動力、児童生徒理解など

〈教育の基礎的理解に関する科目〉 

科目：「教職入門」1 年次必修科目。2 単位。

目的：教員という職業の意義、学校での教員の職務と役割など教職全般について、

学生の被教育体験や現在の教育現場の実態を踏まえたうえで、今日の学校教

育が抱える諸課題について、中央教育審議会答申等を通して考える。

成果：教職を目指すにあたっての基礎知識や心構えを学ぶとともに、教員に求めら

れる資質・能力と照らし合わせ、自らの適性を見つめなおす機会となった。

教員の魅力、やりがいを知り、次々と現れる新しい課題に対応するために

は、使命感とともに、柔軟で臨機応変な行動力とストレス耐性が必要である

との認識を新たにした。

   この科目を教職課程の入り口とし、他の科目に向けての足掛かりとすること

ができた。

②【教員育成指標の資質・能力との関連】 
児童生徒理解、多様性への理解と教育支援、学校安全・危機管理など

〈大学が独自に設定する科目〉 

科目：「教職インターンシップⅠ」「教職インターンシップⅡ」2・3・4 年次選択科

目。

2015～2017 年度以前入学者 2 単位、2018 年度以降入学者 4 単位。

目的：「教育実習」に先立つ時期に、1 年近い長期にわたって、継続的に教育現場

を体験させることにより、教員の仕事や児童生徒の実態、学校全体の流れな

どを広く学ぶ。学校教育についての理解を深め、教育現場で求められている

実践的指導力を養成する。

成果：最後の授業でのアンケートには、「活動当初は指導もろくにできず、現場の

先生に頼り切っていたが、次第に現場にも慣れ、周りを観察し、分析するこ

とができるようになった。」「児童生徒への声掛けの工夫ができるようになっ

た。難しい言葉は避け、興味を持ちやすいものに関連づけて説明・指導をす

るようになった。」など、教育現場へ行く前とその後の、学生の意識や取り組

む姿勢の変化が如実に現れた。また、「教員の仕事は、大変さの中にも大きな

やりがいがあることが実感できた。実際に教員になる前に現場を見ることが

できて、覚悟ができた。」とのコメントもあった。

＜裏面に続く＞
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③【教員育成指標の資質・能力との関連】 
自己教育力・創造的思考力、コミュニケーション力などを教員育成の各ステージ

にまたがって育成。

支援体制：「愛知淑徳大学 教育に志す者の会（略称：教志会）」

目的：教職を志望する学生と教職に携わっている卒業生とを結ぶ団体。教職に携わ

る卒業生には、生涯先生を続けていけるように支援する。

年間の試み：2019 年度

6 月 29 日（土）ドキュメンタリー映画「みんなの学校」上映会と現役教員であ

る OB・OG との対談

8 月 10 日（土）総会・講演会・情報交換会：

講演会演題「個人の尊厳に立脚する教育」元文部科学省事務次官 前川

喜平氏

1１月下旬 教員採用試験「合格体験発表会」：

2019 年度教員採用試験合格者である学部 4 年生および既卒生を、自治

体・校種・教科別に講師として迎え、教員採用試験対策としてどのよう

な力を身につけるべきかをメインテーマに据え、質問を交えながら、体

験を聞く会。

1 月下旬 教員養成特別講座「教科指導の最前線」：

愛知県総合教育センターとの協定による授業実践講座。

その他、現役教員である OB・OG と現役学生による勉強会「教志会国語教育研

究部会」「教志会英語教育研究部会」を随時開催。

④【教員育成指標の資質・能力との関連】 
  全体

 支援体制：『教職課程便覧 教員免許状取得の手引き』に「愛知淑徳大学における

教員養成の目標・指標」および「教員採用試験 学習計画（スケジュール）」

を掲載し、「教員育成指標」と連動した教員養成教育を保証するとともに 4 年

間の学習スケジュールの周知徹底を図っている。

 成果：単に教員を目指すのではなく、採用時に求められる資質・能力が明示される

ことで、目的意識が明確になり、折に触れ「愛知淑徳大学における教員養成

の目標・指標」および「教員採用試験 学習計画（スケジュール）」を確認す

ることでモチベーションの維持につながると、殆どの学生に好評である

各自治体・教育委員会が示す「教員育成指標の資質・能力」を踏まえた教員養成に

係る新しい取り組みを通して、より強い意志を持ち、自己更新力と実践力を兼ね備え

た教員の育成を図ることが、愛知淑徳大学における教員養成の目標である。



大学における教員養成の取組について

  中京大学 

【教員育成指標の資質・能力との関連】 
自己教育力・創造的思考力、同僚との連携・協働 

＜グループ学習会同窓会＞ 

【目的】 

教職の現場で直面する様々な問題について相談するため、中京大学の卒業生が教職

センター教職指導官に連絡を取ってくることがある。教職指導官は教員採用試験に

向けた『教職グループ学習会』を担当する職員だが、グループで指導を受けた学生

たちの強い結束の中心にもなっている。とくに他府県に赴任したものにとっては貴

重なつながりだと思料される。 

そこで、『教職グループ学習会』のつながりを卒業後も継続させ、赴任地にかかわら

ず若手教員同士の交流を活発化させていくために、講演会と懇親会の２部構成から

なる「同窓会」の取り組みを 2018 年度から実施している。 

さらに、当該年度に卒業予定の学生を加えることにより、それぞれの教育現場への

スムーズな導入を期待している。 

【期待される効果】 

● 卒業生同士のつながりが強化され、互いに学校現場での課題解決支援や心理的援

助が行われ指導力・教育力が向上する。 

● 教え教わる関係から学び合う意識（学び続ける教師）が育まれる。研修会等（学

ぶ機会）の開催も促進される。 

● 熟達した卒業生による中京大学現役生に対する様々な支援体制が強化される。 

【2018 年度】 

開催日時： 2018 年 10 月 20 日（土）18:00～20:00 

参加者 ： 卒業生 55 名、在学生（４年）58 名 

講演会 ： 卒業生による講演（体験報告） 

【2019 年度】 

開催日時：2019 年（令和元年）10 月 19 日（土）16:00～20:00 名古屋キャンパス  

講演会 ： 子ども達に対し心の通じる語り方、想いの通じる語り方など、若手教員

が児童・生徒、保護者、上司とコミュニケーションを図る上で役立つ内容

（ゲストスピーカー） 
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大学における教員養成の取組について

  名古屋女子大学 
                       （小学校教員養成を中心として） 

【教員育成指標の資質・能力との関連】 
児童生徒理解、多様性への理解と教育支援など 

＜体験型学習科目＞ 

①初年次学校活動体験（科目名：建学のこころ） 

6 月に、本学創立者の建学の精神を学ぶ研修の一環として、東白川小学校との

交流会を行っている。大学生は事前に交流会のための計画・準備をした上で、

特別支援児童も含めた全校児童と交流を行う。交流会では、様々な遊びやゲー

ム、絵本の読み聞かせなど行い、児童とのコミュニケーションを体験する。ま

た、約 45 分間、同小学校教諭の授業を自由に見学し、教員に求められる資質・

能力・指導法などについて実感する機会としている。 

②国際化・グローバル化に対応する教育実践科目（科目名：海外スク－ルイン

タ－ンシップ） 

国際化・グローバル化の進展に伴い、多文化共生のための異文化理解の重要性

が高まるなか、オーストラリアでスクールインターシップやホームステイなど

の研修を実践することで、多様性への理解を深めるとともに、広い視野に支え

られた主体性や協働性を養う。教科外国語・外国語活動・国際理解教育などに

加え、異文化を背景に持つ児童生徒や保護者の支援に必要な力量（知識や表現

力を含む）を持った教育者としての資質を育成している。

【教員育成指標の資質・能力との関連】 
児童生徒理解，地域社会との連携・折衝など 

＜実践力育成科目＞ 

   ①課題解決型学習 

（科目名：実践課題研究→教科教育法<模擬授業演習>→教職実践演習） 

   教育に関わる課題の発見と対応を、体験的に学ぶ。最終的には、教育に関わる 

る現場への直接取材を基にした調査を行い、説得力ある資料の作成とプレゼ 

ンテ－ションをする。取材交渉等、実際の場での体験を重視している。 

   ②協働体験型学習（科目名：社会活動実習） 

   ボランティア活動に関して単位を認定し、推進している。その内容は学生の自 

由な選択であるが、教育関連のボランティア活動が多い。 

上記の体験に基づく実践力の育成を推進する一方で、入学時点での学生の基礎学力

課題への対応として、特別プログラム等を実施している。基礎学力育成プログラムで

は、自学自習用の『保育者・教育者を目指す学生のための自習ガイドブック』を作成

し、「小学校教育実習指導」、「教育内容演習Ⅰ」等の授業で、小分けの単元ごとに確

認テストを実施し、教員としての基礎的学力の確保に努めるとともに、深い学びを可

能にする思考力・判断力・表現力の基盤作りを行っている。

 教職課程としての教育課程は、上記記載科目の他、現代的課題に対応すべく配置が

求められている多様な科目を配しているが、いずれの科目においても、体験やプレゼ

ンテ－ションを取り入れ、学生の主体的な学びを促すとともに、教員として求められ

る幅広い資質の育成を図っている。 

資料１－⑥ 
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